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変
異
型
検
査
な
ど
5

政
府
は
1
8
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
事
態
室
毒
を
2
1
日
の
期
限
を
も
っ
て

全
面
解
除
す
る
と
決
め
た
。
感
染
が
再
び
広
が
ら
な
い
よ
う
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
有
無
を

調
べ
る
検
査
の
拡
充
な
ど
5
つ
の
対
策
に
乗
り
出
す
。
室
毒
を
先
行
解
除
し
た
地
域
に

は
新
規
感
染
者
が
増
え
た
自
治
体
も
あ
る
。
再
拡
大
防
止
策
は
決
め
手
を
欠
く
。

（
関
連
記
事
3
、
4
、
1
5
両
、
社
会
面
に
）

再
拡
大
防
止
、
決
め
手
欠
く

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
本
部
で

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
千

葉
の
1
都
3
県
の
解
除
を
決

め
た
。
同
地
域
は
7
日
だ
っ

た
期
限
を
2
1
日
ま
で
両
延
長

し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
1

月
7
日
に
決
め
た
2
度
目
の

宣
言
は
全
国
で
終
わ
る
。

菅
義
偉
首
相
は
記
者
会
見

で
「
再
び
緊
急
事
態
重
言
を

出
す
こ
と
が
な
い
よ
う
5
つ

の
対
策
を
し
っ
か
り
や
る
の

が
私
の
責
務
だ
」
と
述
べ
た
。

「
リ
バ
ウ
ン
ド
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。
大
人
数
の
会
食
は

控
え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か

けた。解
除
決
定
に
は
病
床
の
使

用
率
を
重
視
し
た
。
1
都
3

県
は
い
ず
れ
も
最
も
深
刻
な

「
ス
テ
ー
ジ
4
」
か
ら
脱
し

た
。
匝
近
1
週
間
の
新
規
感

染
者
数
は
「
ス
テ
ー
ジ
2
」

の
水
蜂
に
な
っ
た
。

解
除
後
は
自
治
体
と
協
力

し
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
段
階

的
に
緩
め
る
。
飲
食
店
の
営

業
時
間
は
こ
れ
ま
で
の
「
午

後
8
時
ま
で
」
か
ら
「
午
後

9
時
ま
で
」
に
ず
ら
す
。
時

短
に
協
力
し
た
事
業
者
へ
の

協
力
金
は
1
日
あ
た
り
6
万

円
か
ら
4
万
円
に
減
ら
す
。

基
本
的
対
処
方
針
に
5
つ

の
対
策
を
盛
り
込
み
改
定
し

た
。
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
有
無

を
調
べ
る
新
規
感
染
者
へ
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
実

施
率
を
今
の
5
～
1
0
％
か
ら

「
早
期
に
4
0
％
程
度
ま
で
引

き
上
げ
る
」
と
記
し
た
。

都
道
府
県
に
よ
る
病
床
や

椿
油
癒
嚢
施
設
の
確
保
計
画

も
5
月
ま
で
に
見
直
す
。
回

政
府
は
7
月
に
開
幕
予
定

の
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
を
見
据
え
対
策
に
取
り

組
む
。
基
本
的
対
処
方
針
は

「
必
要
な
対
策
は
ス
テ
ー
ジ

2
相
当
以
下
に
下
が
る
ま
で

続
け
る
」
と
強
調
す
る
。

対
策
が
想
定
通
り
進
む
保

証
は
な
い
。
病
床
確
保
計
画

は
第
1
波
の
患
者
数
な
ど
を

踏
ま
え
2
0
2
0
年
7
月
に

作
成
し
た
。
第
2
波
で
想
定

は
見
薗
さ
れ
ず
病
床
数
を
減

ら
し
た
自
治
体
も
あ
っ
た
。

2
0
年
の
感
染
拡
大
当
初
は

治
癒
に
必
要
な
検
査
も
受
け

ら
れ
な
い
事
態
が
頻
発
。
P

の
光
ケ
ー
ブ

企
業
の
」

入
札
が
取
り
消
さ
れ
た
の

は
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
、
キ

リ
バ
ス
、
ナ
ウ
ル
を
光
ケ
ー

ブ
ル
で
結
ぶ
計
画
。
3
カ
国

の
通
信
事
業
者
の
連
合
体
が

所
有
者
と
な
り
、
世
界
銀
行

と
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
A
D

B
）
が
資
金
を
支
援
す
る
。

世
銀
に
よ
る
と
事
業
理
は

5
4
－

円
）
一
5
月
E
C
－
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東
海
第
2
は
認
め
一

＝
量
も
笈
へ
革
単
購
う
寛
一
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